
書籍のご案内

シンガポール日本人会

『シンガポール日本人社会百年史』

シンガポール日本人社会百年史ができあがりました。本書は日本人会創立百周年記念事

業の一環として作られたもので、発案から３年、執筆に２年を要した労作です。

本書は戦前の部と戦後の部に分かれ、戦前の部は中部大学の青木澄夫教授が執筆、戦後

の部は杉野一夫（日本人会）特命顧問が担当しました。

青木教授は東南アジアの研究をされておられ、戦前のシンガポール日本人社会の貴重な

書籍、画集、ポストカードなど多数の史料をお持ちです。百年史には青木教授が長年かけ

て集めてこられた史料を紹介、秘蔵の画集も一挙に掲載してくださいました。

杉野顧問は日本人会に３２年間勤め、シンガポール在住４４年。その間、シンガポール

の発展振りと日本人社会の動きをつぶさに見てこられました。また日本人会に勤務してい

た間、日本・シンガポール両国の交流に積極的に携わり、両国関係の進展を広く長く見聞

してきておられます。

戦後、日本とシンガポールの関係は重い負の遺産を背負って始まりました。戦後間もな

く、シンガポールに赴任してきた日本人はシンガポール国内に渦巻く癒しがたい怒りや無

念さを真正面から受けて暮らしていました。官民挙げて、数多くの日本人が両国の関係改

善に腐心してきました。占領中の悲しみを押さえ込んで、日本との関係改善に力を注いて

きたシンガポール人もいました。百年史を読み進めると、時代ごとに先人たちが両国関係

を改善しようとする姿が浮かび上がってきます。シンガポールに暮らす日本人の方々には

是非手に取って頂きたい書籍です。（シンガポール日本人会『南十字星』案内文より）
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